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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
三
百
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条

第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

雨
畑
湖
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

南
巨
摩
郡
早
川
町
雨
畑
地
内
の
雨
畑
湖
満
水
時
（
標
高
四
百
四
十
五
メ
ー
ト
ル
）
の
水
面
か
ら

五
十
メ
ー
ト
ル
外
側
の
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

八
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

雨
畑
湖
と
周
辺
の
美
し
い
自
然
は
、
県
の
景
観
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
、
周
囲
に
は
多
く
の

野
生
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。
特
に
冬
季
に
つ
い
て
は
カ
モ
、
オ
シ
ド
リ
な
ど
が
数
多
く
飛
来

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
当
該
地
区
は
、
良
好
な
自
然
環
境
が
保
た
れ
て
お
り
森
林
に
生
息
す
る
多
種
の

鳥
獣
に
と
っ
て
重
要
な
地
区
と
な
っ
て
い
る
た
め
保
護
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的

な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

s

雨
畑
湖
周
辺
の
鳥
獣
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

d

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
環
境
教
育
・
学
習
の

場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

山
梨
県
告
示
第
三
百
十
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
休
猟
区
を
指
定
し
、
併
せ
て
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

当
該
休
猟
区
の
存
続
期
間
と
同
一
の
期
間
、
当
該
休
猟
区
の
全
部
に
つ
い
て
、
特
定
鳥
獣
（
ニ
ホ
ン
ジ

カ
及
び
イ
ノ
シ
シ
に
限
る
。）
に
関
し
、
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域
と
し
て
指
定
し
た
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
１
　
休
猟
区
の
名
称

斑
山
休
猟
区

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

六
〇
九

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
二
年

十
月
二
十
八
日

第
二
千
八
十
四
号

木　曜　日



２
　
休
猟
区
の
区
域

北
杜
市
須
玉
町
・
北
杜
市
高
根
町
境
界
線
と
県
道
六
百
五
号
（
清
里
須
玉
線
）
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
北
杜
市
営
林
道
比
志
海
岸
寺
線
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
林
道
を
南
、
北
東
及
び
南
東
に
進
み
県
営
林
道
比
志
海
岸
寺
線
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
及
び
南
東
に
進
み
北
杜
市
営
林
道
松
尾
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
林
道
を
東
及
び
南
西
に
進
み
松
尾
農
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
南
西
に
進

み
北
杜
市
営
林
道
馬
場
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
東
に
進
み
北
杜
市
道
馬
場

漆
戸
笹
場
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
北
杜
市
道
五
十
田
上
中
田
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
及
び
南
東
に
進
み
県
道
二
十
三
号
（
韮
崎
増
富
線
）

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
県
道
六
百
一
号
（
増
富
若
神
子
線
）
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
北
杜
市
道
中
尾
津
金
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
北
杜
市
道
小
倉
妙
観
寺
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西

進
し
北
杜
市
道
小
倉
下
道
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
北
杜
市
道
中
小
倉

穴
平
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
、
南
西
及
び
西
に
進
み
須
玉
川
と
の
交
点

に
至
り
、同
所
か
ら
同
川
を
北
進
し
北
杜
市
須
玉
町
・
北
杜
市
高
根
町
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
及
び
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
六
百
二
十
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
１
　
休
猟
区
の
名
称

奥
御
岳
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

甲
府
市
黒
平
町
地
内
の
県
営
林
道
荒
川
線
と
荒
川
と
の
交
点
（
上
黒
平
橋
）
を
起
点
と
し
、
同

所
か
ら
同
川
を
東
及
び
北
に
進
み
精
進
川
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
及
び
北
東

に
進
み
甲
府
市
営
林
道
御
岳
線
と
の
交
点
（
竜
の
平
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
、
北

東
、
南
東
及
び
北
東
に
進
み
甲
府
市
有
林
第
十
三
林
班
と
第
十
四
林
班
と
の
境
界
線
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
し
甲
府
市
・
山
梨
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

境
界
線
を
南
、
西
、
南
東
及
び
南
に
進
み
県
営
林
道
荒
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林

道
を
北
西
、
西
、
南
西
及
び
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

五
百
二
十
九
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
１
　
休
猟
区
の
名
称

天
目
山
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

甲
州
市
大
和
町
地
内
の
県
営
林
道
大
蔵
沢
大
鹿
線
と
県
道
大
菩
薩
初
鹿
野
線
と
の
接
点
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
県
営
林
道
日
川
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を

南
東
に
進
み
県
有
林
峡
東
事
業
区
第
九
十
二
林
班
・
同
事
業
区
第
九
十
三
林
班
境
界
線
に
向
か
う

歩
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
歩
道
を
南
東
に
進
み
同
事
業
区
第
九
十
二
林
班
・
同
事
業

区
第
九
十
三
林
班
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
進
し
甲
州
市
・
大
月
市

境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
、
南
西
に
進
み
大
蔵
沢
へ
向
か
う
登
山
道

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登
山
道
を
北
西
及
び
南
西
に
進
み
県
営
林
道
大
蔵
沢
大
鹿
線
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
及
び
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
千
二
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
１
　
休
猟
区
の
名
称

芦
川
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

県
道
笛
吹
市
川
三
郷
線
と
甲
府
市
・
笛
吹
市
境
界
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境

界
線
を
北
西
及
び
北
東
に
進
み
笛
吹
市
境
川
町
・
笛
吹
市
芦
川
町
境
界
線
と
の
接
点
（
滝
戸
山
三

角
点
（
標
高
千
二
百
二
十
・
八
メ
ー
ト
ル
））
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
笛

吹
市
八
代
町
・
笛
吹
市
芦
川
町
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
東
及
び
東

に
進
み
笛
吹
市
御
坂
町
・
笛
吹
市
芦
川
町
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東

に
進
み
笛
吹
市
営
林
道
蕪
入
沢
上
芦
川
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
及
び
西
に

進
み
笛
吹
市
道
芦
川
十
一
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
に
進
み
県
道
笛
吹
市

川
三
郷
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東
、
西
及
び
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一

団
地

３
　
存
続
期
間

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
一
〇



平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
四
百
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
１
　
休
猟
区
の
名
称

富
士
川
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
平
林
地
区
の
戸
川
と
県
営
林
道
赤
石
高
下
線
と
の
交
点
（
赤
石
橋
）
を
起

点
と
し
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
東
及
び
東
に
進
み
富
士
川
町
道
泊
平
矢
川
一
号
線
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進
み
富
士
川
町
営
林
道
赤
石
高
下
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
林
道
を
南
進
し
富
士
川
町
営
林
道
立
石
清
水
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道

を
西
、
南
及
び
南
西
に
進
み
富
士
川
町
道
十
谷
清
水
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を

南
進
し
県
道
四
百
七
号
（
十
谷
鬼
島
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
県
営

林
道
五
開
茂
倉
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
、
南
及
び
北
に
進
み
南
巨
摩
郡

富
士
川
町
・
南
巨
摩
郡
早
川
町
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
、
西
及
び

北
東
に
進
み
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
・
南
ア
ル
プ
ス
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境

界
線
を
東
進
し
県
営
林
道
櫛
形
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
、
南
東
及
び

南
西
に
進
み
県
営
林
道
丸
山
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
に
進
み
青
砂
沢
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
東
及
び
南
へ
進
み
戸
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川

を
東
へ
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

五
千
二
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
１
　
休
猟
区
の
名
称

十
枚
山
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
巨
摩
郡
南
部
町
成
島
地
内
の
南
部
町
営
林
道
成
島
線
と
南
部
町
営
林
道
剣
抜
大
洞
線
の
接
点

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
進
し
左
濁
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
南
東

に
進
み
南
部
町
営
林
道
奥
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
進
し
登
山
道
（
通
称

「
東
海
自
然
歩
道
」）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登
山
道
を
南
進
し
山
梨
県
・
静
岡
県
境

界
線
と
の
交
点
（
田
代
峠
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
、
北
及
び
北
西
に
進
み
南
部
町

営
林
道
成
島
線
起
点
へ
向
か
う
山
道
と
の
交
点
（
刈
安
峠
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
北
東

及
び
南
東
に
進
み
南
部
町
営
林
道
成
島
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
進
し
起
点

に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
五
百
八
十
四
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

七
１
　
休
猟
区
の
名
称

真
木
奈
良
子
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

大
月
市
七
保
町
下
瀬
戸
地
内
の
大
月
市
道
奈
良
子
一
号
線
と
国
道
百
三
十
九
号
と
の
接
点
（
小

俣
川
橋
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
及
び
西
に
進
み
、
大
月
市
道
大
沢
入
口
勘
蔵
線

と
の
接
点
に
至
り
、同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
大
月
市
道
宮
ノ
越
切
久
保
線
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
大
月
市
道
切
久
保
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進

し
同
市
賑
岡
町
奥
山
地
区
に
向
か
う
山
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
西
進
し
県
道

五
百
十
二
号
（
金
山
大
月
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し
県
営
林
道
遅
能

戸
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
西
及
び
南
に
進
み
大
月
市
営
林
道
橋
倉
線
と
の
接

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
に
進
み
大
月
市
道
真
木
橋
倉
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
、
県
道
五
百
十
号
（
桑
西
真
木
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
県
道
を
北
西
に
進
み
県
営
林
道
真
木
小
金
沢
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
進

し
県
営
林
道
奈
良
子
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
、
南
東
及
び
東
に
進
み
大

月
市
道
奈
良
子
一
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

三
千
五
百
二
十
三
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

八
１
　
休
猟
区
の
名
称

棚
頭
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

県
道
三
十
号
（
大
月
上
野
原
線
）
と
大
月
市
・
上
野
原
市
境
界
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

所
か
ら
同
境
界
線
を
北
及
び
北
西
に
進
み
浅
川
峠
に
向
か
う
登
山
道
と
の
接
点
（
扇
山
山
頂
（
標

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
一
一



高
千
百
三
十
八
メ
ー
ト
ル
））
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登
山
道
を
北
進
し
雨
降
山
に
向
か
う
登
山

道
と
の
接
点
（
権
現
山
山
頂
（
標
高
千
三
百
十
一
・
九
メ
ー
ト
ル
））
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登

山
道
を
東
進
し
上
野
原
市
棚
頭
地
区
に
向
か
う
登
山
道
と
の
交
点
（
雨
降
山
山
頂
（
標
高
千
百
七

十
七
メ
ー
ト
ル
））
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登
山
道
を
南
進
し
和
見
峠
を
経
て
県
営
林
道
和
見
棚

頭
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
、
東
及
び
南
に
進
み
上
野
原
市
道
和
見
線
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
県
道
三
十
号
（
大
月
上
野
原
線
）
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
二
百
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

九
１
　
休
猟
区
の
名
称

近
ケ
坂
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

大
月
市
・
都
留
市
境
界
線
と
国
道
百
三
十
九
号
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を

南
西
に
進
み
都
留
市
道
姥
沢
川
通
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
県
道

四
十
号
（
都
留
イ
ン
タ
ー
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
に
進
み
県
道
七
百

五
号
（
高
畑
谷
村
停
車
場
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
都
留
市
道
下
大

幡
初
狩
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
屋
殿
沢
沿
い
の
山
道
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
北
東
に
進
み
、
大
月
市
・
都
留
市
境
界
線
と
の
接
点
（
通
称
丸
太

タ
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
及
び
南
に
進
み
、
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
三
百
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
１
　
休
猟
区
の
名
称

吉
田
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

富
士
吉
田
市
下
吉
田
地
内
の
富
士
急
行
線
と
富
士
吉
田
市
道
新
町
通
り
線
と
の
交
点
（
御
姫
坂

踏
切
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
富
士
吉
田
市
・
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
境

界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
及
び
北
東
に
進
み
霜
山
山
頂
（
通
称
天
上
山
。

標
高
千
三
百
一
・
七
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
富
士
吉
田
市
道
梅
久
保
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
富
士
急
行
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
南
西
に
進
み
、
起

点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

八
百
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

１
　
休
猟
区
の
名
称

精
進
湖
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
精
進
地
内
の
国
道
三
百
五
十
八
号
と
県
道
七
百
六
号（
精
進
湖
畔
線
）

と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
、
県
道
百
十
三
号
（
甲
府
精
進
湖
線
）

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
王
岳
に
向
か
う
山
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
山
道
を
東
進
し
鍵
掛
峠
に
向
か
う
山
道
と
の
接
点
（
王
岳
山
山
頂
（
標
高
千
六
百
二
十
三

メ
ー
ト
ル
））
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
東
進
し
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
根
場
地
区
に
向

か
う
山
道
と
の
接
点
（
鍵
掛
峠
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
南
進
し
富
士
河
口
湖
町
道
波
倉

線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し
富
士
河
口
湖
町
道
根
場
一
号
線
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し
県
道
二
十
一
号
（
河
口
湖
精
進
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
国
道
百
三
十
九
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
進

し
国
道
三
百
五
十
八
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団

地
３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

九
百
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
告
示
第
三
百
二
十
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
一
二

十
一



一
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

武
川
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

北
杜
市
武
川
町
柳
沢
地
内
の
甲
斐
駒
ヶ
岳
広
域
農
道
と
県
営
林
道
精
進
ヶ
滝
線
と
の
接
点
を
起

点
と
し
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
に
進
み
北
杜
市
営
林
道
釜
無
川
右
岸
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
に
進
み
通
称
柳
沢
鴨
尾
農
道
南
端
か
ら
南
へ
延
長
し
た
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
延
長
線
を
北
進
し
通
称
柳
沢
鴨
尾
農
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農

道
を
北
進
し
北
杜
市
道
柳
沢
八
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
北
杜
市
道

柳
沢
天
神
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
農
道
柳
沢
十
六
号
線
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
東
進
し
農
道
柳
沢
十
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道

を
東
進
し
農
道
柳
沢
十
一
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
東
に
進
み
北
杜
市
道

柳
沢
真
原
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
北
杜
市
道
柳
沢
山
高
線
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
甲
斐
駒
ケ
岳
広
域
農
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

農
道
を
東
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

百
九
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

笛
吹
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

山
梨
市
万
力
地
内
の
笛
吹
川
に
架
か
る
根
津
橋
西
詰
を
起
点
と
し
、
同
川
右
岸
堤
防
を
南
進
し

県
道
四
百
十
七
号
市
川
三
郷
山
梨
自
転
車
道
路
（
通
称
「
笛
吹
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」）
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
地
内
の
三
郡
東
橋
に

至
る
間
の
外
側
（
笛
吹
川
沿
い
に
お
い
て
は
右
岸
側
、
平
等
川
及
び
荒
川
沿
い
に
お
い
て
は
、
両

岸
を
い
う
。）
幅
二
百
メ
ー
ト
ル
の
区
域
並
び
に
山
梨
市
万
力
地
内
の
根
津
橋
か
ら
西
八
代
郡
市

川
三
郷
町
地
内
の
三
郡
東
橋
に
至
る
笛
吹
川
の
全
面
（
川
の
右
岸
堤
防
か
ら
左
岸
堤
防
ま
で
の
範

囲
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
甲
府
市
西
高
橋
町
地
内
の
平
等
川
に
架
か
る
大
黒
橋
か
ら
同
川
と

笛
吹
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
平
等
川
の
全
面
、
甲
府
市
蓬
沢
地
内
の
国
道
二
十
号
（
通
称
甲
府
バ

イ
パ
ス
）
と
濁
川
と
の
交
点
か
ら
同
川
と
笛
吹
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
濁
川
の
全
面
、
甲
府
市
西

下
条
町
地
内
の
荒
川
に
架
か
る
二
川
橋
か
ら
同
川
と
笛
吹
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
荒
川
の
全
面
及

び
笛
吹
市
石
和
町
砂
原
地
内
の
渋
川
に
架
か
る
鬼
田
橋
か
ら
同
川
と
平
等
川
と
の
合
流
点
ま
で
の

渋
川
全
面
の
区
域

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

千
百
八
十
五
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

八
代
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

笛
吹
市
八
代
町
奈
良
原
地
内
の
県
道
笛
吹
市
川
三
郷
線
と
笛
吹
市
道
八
代
九
百
一
号
線
と
の
接

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
笛
吹
市
道
八
代
五
十
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
笛
吹
市
道
八
代
九
百
四
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
東
、
北
及
び
東
に
進
み
笛
吹
市
道
八
代
九
百
七
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

北
東
に
進
み
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
場
敷
地
境
界
線
外
側
二
百
メ
ー
ト
ル

の
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
北
東
、
南
東
、
南
西
、
南
東
及
び
西
に
進
み
県
道
笛

吹
市
川
三
郷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

二
百
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

境
川
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

笛
吹
市
境
川
町
小
黒
坂
地
内
の
境
川
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
ゴ
ル
フ
場
敷
地
境
界
線
の
外
側
二
百

メ
ー
ト
ル
の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
一
団
地

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
一
三



３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

百
七
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

中
原
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

甲
州
市
勝
沼
町
中
原
地
内
の
大
滝
川
と
甲
州
市
道
菱
山
三
号
線
と
の
交
点
（
中
居
橋
）
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
甲
州
市
道
中
原
六
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
市
道
を
北
東
及
び
東
に
進
み
甲
州
市
塩
山
・
甲
州
市
勝
沼
町
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
線
を
東
及
び
南
東
に
進
み
大
滝
不
動
尊
奥
の
院
に
向
か
う
歩
道
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
歩
道
を
南
進
し
県
営
林
道
菱
山
深
沢
線
に
向
か
う
歩
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
歩
道
を
西
及
び
南
西
に
進
み
県
営
林
道
菱
山
深
沢
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道

を
北
西
及
び
南
東
に
進
み
大
滝
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至

る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

二
百
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

中
富
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

南
巨
摩
郡
身
延
町
西
嶋
地
内
の
身
延
町
道
西
嶋
大
塩
線
と
北
沢
川
と
の
接
点
（
大
塩
橋
）
を
起

点
と
し
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
及
び
北
西
に
進
み
身
延
町
道
大
須
成
岩
間
線
と
の
交
点
（
柳
川
橋
）

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
進
し
県
営
林
道
富
士
見
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
林
道
を
南
東
及
び
北
西
に
進
み
里
沢
川
支
流
の
沢
と
の
交
点
（
直
路
沢
橋
）
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
沢
を
東
進
し
皿
松
山
（
標
高
五
百
二
十
九
・
五
メ
ー
ト
ル
）
の
尾
根
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

尾
根
を
東
、
南
東
及
び
北
東
に
進
み
蟹
谷
沢
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
東
進
し
身

延
町
道
下
町
蟹
谷
線
と
の
交
点
（
西
嶋
第
一
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
東
に
進
み
県

道
四
百
三
号
（
甲
斐
岩
間
停
車
場
西
島
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東
に
進

み
昭
和
川
右
岸
の
管
理
用
道
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
管
理
用
道
路
を
南
西
、
東
及
び

北
東
に
進
み
身
延
町
道
上
一
三
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
進
し
身
延
町
道

上
一
七
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
及
び
南
に
進
み
身
延
町
道
上
一
八
号
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し
身
延
町
道
上
二
一
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進
み
身
延
町
道
上
二
三
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を

南
西
に
進
み
身
延
町
道
西
嶋
大
塩
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
、
西
及
び
北

西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

三
百
十
七
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

七
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

花
咲
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

大
月
市
賑
岡
町
浅
利
地
内
及
び
同
市
大
月
町
花
咲
地
内
の
花
咲
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
敷
地
境
界

線
の
外
側
二
百
メ
ー
ト
ル
の
線
と
中
央
自
動
車
道
西
宮
線
下
り
線
と
の
交
点
（
浅
利
ト
ン
ネ
ル
東

詰
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
自
動
車
道
を
南
西
に
進
み
、
花
咲
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
敷
地
境

界
線
の
外
側
二
百
メ
ー
ト
ル
の
線
と
の
交
点
（
中
央
自
動
車
道
下
り
線
の
距
離
標
七
十
一
・
三
の

地
点
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
北
、
北
西
、
北
、
東
及
び
南
東
へ
と
進
み
起
点
に
至
る
一
団

地
３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

百
八
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
一
四



八
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

犬
目
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

上
野
原
市
犬
目
地
内
の
同
市
日
留
野
地
区
に
向
か
う
尾
根
と
中
央
自
動
車
道
下
り
線
左
ル
ー
ト

と
の
交
点
（
土
橋
南
詰
め
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
自
動
車
道
を
南
西
に
進
み
、
大
月
市
・

上
野
原
市
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
、
北
西
及
び
北
に
進
み
県
道
三

十
号
（
大
月
上
野
原
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
通
称
犬
目
の
兵
助
の

墓
に
至
る
小
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
道
を
南
東
に
進
み
同
市
日
留
野
地
区
に
向
か

う
尾
根
と
の
接
点
（
通
称
犬
目
の
兵
助
の
墓
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
尾
根
を
南
東
へ
進
み
、
起

点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

百
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

九
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

大
幡
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

都
留
市
大
幡
地
内
の
都
留
市
道
下
大
幡
初
狩
線
と
県
道
七
百
五
号
（
高
畑
谷
村
停
車
場
線
）
と

の
接
点
（
宝
小
学
校
前
信
号
）
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
西
進
し
県
道
七
百
十
二
号
（
大
幡
初
狩

線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
近
ヶ
坂
峠
に
至
る
山
道
（
通
称
中
津
森
新

道
）
と
の
接
点
（
近
ヶ
坂
峠
入
口
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
南
東
に
進
み
大
月
市
初
狩
町

奥
丸
田
地
内
の
大
月
市
土
地
開
発
公
社
造
成
地
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界

線
を
南
東
及
び
南
西
へ
進
み
通
称
四
号
堰
堤
脇
に
お
い
て
南
西
に
延
び
る
山
道
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
山
道
を
南
西
に
進
み
大
月
市
・
都
留
市
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

境
界
線
を
東
及
び
南
東
に
進
み
屋
殿
沢
沿
い
の
山
道
と
の
接
点
（
通
称
丸
太
タ
ル
）
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
山
道
を
南
西
に
進
み
都
留
市
道
下
大
幡
初
狩
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

二
百
八
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

富
士
天
神
山
ス
キ
ー
場
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

南
都
留
郡
鳴
沢
村
富
士
山
地
内
の
ふ
じ
て
ん
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
敷
地
の
境
界
線
の
外
側
百
メ
ー

ト
ル
の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

八
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
告
示
第
三
百
二
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
遅
沢
静
川
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
三
四
六
番
の
二

旧

六
・
〇
〜

六
一
七
九
・
〇

地
先
か
ら

六
三
・
四

南
巨
摩
郡
身
延
町
切
石
字
西
割
一
五
二
番
の
一
地

先
ま
で

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
一
五



南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
三
四
六
番
の
二

新

六
・
〇
〜

六
一
七
九
・
〇

地
先
か
ら

六
三
・
四

南
巨
摩
郡
身
延
町
切
石
字
西
割
一
五
二
番
の
一
地

先
ま
で

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
三
四
六
番
の
二

三
・
六
〜

四
一
五
二
・
四

地
先
か
ら

六
三
・
四

南
巨
摩
郡
身
延
町
江
尻
窪
字
大
洞
一
四
四
二
番
地

先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
、
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備

部
砂
防
課
及
び
峡
東
建
設
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
表
示

現
象
の
種
類

笛
吹
市

山
口

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

山
口
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

下
岩
下
Ⅲ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

鎮
目
Ⅲ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

善
行
寺
裏
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
田
下
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
田
下
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

藤
野
木

急
傾
斜
地
の
崩
壊

藤
野
木
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

室
部
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
田
Ⅱ
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
田
Ⅱ
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
田
Ⅱ
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

三
星
橋
北
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

藤
野
木
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

藤
野
木
Ⅱ
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
塚
Ⅲ
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
塚
Ⅲ
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
口
Ⅲ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

原
下

急
傾
斜
地
の
崩
壊

下
大
窪

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
黒
坂

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
窪

急
傾
斜
地
の
崩
壊

茶
の
木
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
一
六



向
昌
院
裏
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

藤
垈
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

下
久
保
Ⅲ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

藤
垈
Ⅲ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
黒
坂
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
沢
川

土
石
流

天
川

土
石
流

平
沢
川

土
石
流

上
平
川

土
石
流

城
山
川

土
石
流

玄
済
川

土
石
流

天
狗
川

土
石
流

出
黒
川
の
１

土
石
流

屋
敷
入
沢

土
石
流

大
蔵
沢
川

土
石
流

唐
松
沢
川

土
石
流

唐
松
沢
川
２

土
石
流

唐
沢
川

土
石
流

市
之
蔵
川

土
石
流

金
沢
川

土
石
流

百
田
川
―
１

土
石
流

百
田
川
―
２

土
石
流

田
垂
川

土
石
流

大
石
川

土
石
流

山
宮
川

土
石
流

京
戸
川
―
１

土
石
流

京
戸
川
―
２

土
石
流

京
戸
川
―
３

土
石
流

京
戸
川
―
４

土
石
流

京
戸
川
―
５

土
石
流

信
濃
沢
川

土
石
流

大
口
山
開
拓
川
の
１

土
石
流

大
口
山
開
拓
川
の
２

土
石
流

大
口
山
開
拓
川
の
３

土
石
流

浅
川

土
石
流

白
崩

土
石
流

大
口
山
開
拓
川
の
４

土
石
流

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
一
七



大
口
山

土
石
流

大
口
山
開
拓
川
の
６

土
石
流

大
口
山
開
拓
川
の
７

土
石
流

伊
良
沢

土
石
流

南
竹
居
川
の
２

土
石
流

南
竹
居
川

土
石
流

欠
沢
川

土
石
流

ぐ
み
沢

土
石
流

四
ツ
沢

土
石
流

竜
安
寺
川

土
石
流

大
平

土
石
流

三
ツ
子
沢

土
石
流

切
付
平

土
石
流

深
沢

土
石
流

大
谷
沢
川

土
石
流

境
川
の
３

土
石
流

境
川
の
１

土
石
流

境
川
の
２

土
石
流

神
沢
川

土
石
流

小
烏
川

土
石
流

合
の
沢

土
石
流

坊
ヶ
峰

土
石
流

小
林
川

土
石
流

法
華
寺
沢
川

土
石
流

狐
川
の
１

土
石
流

狐
川
の
２

土
石
流

狐
川
西
川

土
石
流

間
門
川
―
１

土
石
流

間
門
川
―
２

土
石
流

蟹
沢
川

土
石
流

芋
沢
川

土
石
流

釜
前

土
石
流

広
才
ケ

土
石
流

南
竹
居
―
１

地
滑
り

南
竹
居
―
２

地
滑
り

南
竹
居
―
３

地
滑
り

二
　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
一
八



市
町
村
名

土
砂
災
害
特
別
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
表

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

示
及
び
当
該
自
然
現
象
に
よ
り

現
象
の
種
類

建
築
物
に
作
用
す
る
と
想
定
さ

れ
る
衝
撃
に
関
す
る
事
項

笛
吹
市

山
口

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

山
口
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

下
岩
下
Ⅲ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

鎮
目
Ⅲ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

善
行
寺
裏
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
田
下
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
田
下
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

藤
野
木

急
傾
斜
地
の
崩
壊

藤
野
木
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

室
部
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
田
Ⅱ
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
田
Ⅱ
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
田
Ⅱ
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

三
星
橋
北
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

藤
野
木
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

藤
野
木
Ⅱ
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
塚
Ⅲ
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
塚
Ⅲ
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
口
Ⅲ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

原
下

急
傾
斜
地
の
崩
壊

下
大
窪

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
黒
坂

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
窪

急
傾
斜
地
の
崩
壊

茶
の
木
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

向
昌
院
裏
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

藤
垈
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

下
久
保
Ⅲ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

藤
垈
Ⅲ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
黒
坂
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

上
平
川

土
石
流

城
山
川

土
石
流

出
黒
川
の
１

土
石
流

大
蔵
沢
川

土
石
流

唐
松
沢
川
２

土
石
流

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
一
九



唐
沢
川

土
石
流

市
之
蔵
川

土
石
流

金
沢
川

土
石
流

百
田
川
―
２

土
石
流

山
宮
川

土
石
流

京
戸
川
―
３

土
石
流

京
戸
川
―
４

土
石
流

京
戸
川
―
５

土
石
流

浅
川

土
石
流

白
崩

土
石
流

大
口
山
開
拓
川
の
４

土
石
流

大
口
山

土
石
流

大
口
山
開
拓
川
の
６

土
石
流

大
口
山
開
拓
川
の
７

土
石
流

南
竹
居
川

土
石
流

ぐ
み
沢

土
石
流

竜
安
寺
川

土
石
流

大
平

土
石
流

三
ツ
子
沢

土
石
流

切
付
平

土
石
流

深
沢

土
石
流

大
谷
沢
川

土
石
流

境
川
の
３

土
石
流

境
川
の
１

土
石
流

神
沢
川

土
石
流

合
の
沢

土
石
流

坊
ヶ
峰

土
石
流

法
華
寺
沢
川

土
石
流

狐
川
の
２

土
石
流

間
門
川
―
１

土
石
流

蟹
沢
川

土
石
流

釜
前

土
石
流

山
梨
県
告
示
第
三
百
二
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
、
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備

部
砂
防
課
及
び
中
北
建
設
事
務
所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
二
〇



一
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
表
示

現
象
の
種
類

南
ア
ル
プ
ス
市

築
山
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

築
山
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

二
　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
特
別
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
表

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

示
及
び
当
該
自
然
現
象
に
よ
り

現
象
の
種
類

建
築
物
に
作
用
す
る
と
想
定
さ

れ
る
衝
撃
に
関
す
る
事
項

南
ア
ル
プ
ス
市

築
山
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

築
山
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

公
　
　
　
告

'

争
議
行
為
予
告
通
知
の
受
理

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
山

梨
民
主
医
療
機
関
労
働
組
合
執
行
委
員
長
田
野
口
博
幸
か
ら
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
平
成
二

十
二
年
十
月
十
五
日
付
け
で
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
事
件

次
の
要
求
事
項
解
決
の
た
め

１
　
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
の
大
幅
増
員
。
夜
勤
制
限
協
定
の
締
結
。

２
　
生
活
を
守
る
賃
金
確
保
。
大
幅
な
一
時
金
の
獲
得
。

３
　
「
成
果
主
義
賃
金
」「
業
績
評
価
制
度
」
の
導
入
反
対
。

４
　
下
請
け
・
派
遣
労
働
の
導
入
・
拡
大
反
対
。

二
　
日
時

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日
以
降
、
要
求
解
決
ま
で
必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
。

三
　
場
所

甲
府
市
宝
一
丁
目
九
番
一
号
　
甲
府
共
立
病
院

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地
　
石
和
共
立
病
院

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
四
十
番
地
　
巨
摩
共
立
病
院

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
四
十
番
地
の
一
　
巨
摩
共
立
歯
科
診
療
所

笛
吹
市
御
坂
町
八
千
蔵
五
百
三
十
八
番
地
の
一
　
御
坂
共
立
診
療
所

笛
吹
市
御
坂
町
八
千
蔵
五
百
三
十
八
番
地
の
一
　
御
坂
共
立
歯
科
診
療
所

北
杜
市
武
川
町
牧
ノ
原
千
三
百
七
十
一
番
地
　
武
川
診
療
所

北
杜
市
武
川
町
牧
ノ
原
千
三
百
七
十
一
番
地
　
武
川
歯
科
診
療
所

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
九
番
二
十
八
号
　
共
立
歯
科
セ
ン
タ
ー

甲
斐
市
富
竹
新
田
二
百
三
十
一
番
地
の
一
　
竜
王
共
立
診
療
所

甲
府
市
宝
一
丁
目
十
番
五
号
　
甲
府
共
立
診
療
所

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
長
沢
二
百
二
十
五
番
地
の
四
　
ま
す
ほ
共
立
診
療
所

甲
府
市
宝
一
丁
目
五
番
十
号
　
共
立
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
甲
府

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
四
十
番
地
　
共
立
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
巨
摩

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地
の
二
十
四
　
共
立
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
石
和

甲
斐
市
富
竹
新
田
二
百
三
番
地
の
一
　
メ
ゾ
ン
広
瀬
一
〇
三
号
　
共
立
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
竜
王

笛
吹
市
御
坂
町
八
千
蔵
五
百
三
十
八
番
地
の
一
　
共
立
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
御
坂

北
杜
市
武
川
町
牧
ノ
原
千
三
百
七
十
一
番
地
　
共
立
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
武
川

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
長
沢
二
百
二
十
五
番
地
の
四
　
共
立
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
増
穂

大
月
市
猿
橋
町
殿
上
五
百
八
十
七
番
地
の
一
　
共
立
診
療
所
さ
る
は
し

甲
府
市
若
松
町
六
番
三
十
五
号
　
共
立
介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
わ
か
ま
つ

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
九
番
二
十
八
号
　
勤
医
協
駅
前
ビ
ル
四
階
　
甲
府
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
き
ょ
う
り
つ

以
上
の
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
を
と
り
ま
く
地
域
と
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
の
構
内
及
び
全
職
場
、

ま
た
は
一
部
職
場

四
　
概
要

三
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い
て
、
全
体
的
あ
る
い
は
部
分
的
に
連
続
、
断
続
を
含
む
全
て
の
業
務
の

停
止
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
争
議
行
為
と
こ
れ
に
対
す
る
妨
害
排
除
の
一
切
の
争
議
行
為
を
単

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
二
一



独
又
は
併
用
し
て
行
う
。

た
だ
し
、
救
急
患
者
及
び
重
症
患
者
の
為
の
保
安
要
員
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
配
置
す
る
。

_

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

富
士
吉
田
市
及
び
甲
斐
市

二
　
調
査
を
行
っ
た
時
期

富
士
吉
田
市
　
平
成
十
二
年
七
月
四
日
か
ら
平
成
十
三
年
三
月
二
十
九
日
ま
で

甲
斐
市
　
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
十
二
日
ま
で

三
　
成
果
の
名
称

地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四
　
調
査
を
行
っ
た
地
域

富
士
吉
田
市
大
字
下
吉
田
及
び
大
字
新
倉
の
各
一
部

甲
斐
市
大
字
上
芦
沢
の
一
部

五
　
認
証
年
月
日

平
成
二
十
二
年
十
月
十
九
日

_

基
本
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
二

年
十
月
八
日
付
け
で
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
作
業
種
類
　
基
本
測
量
（
地
理
識
別
子
整
備
事
業
）

二
　
作
業
地
域
　
富
士
吉
田
市

三
　
作
業
期
間
　
平
成
二
十
二
年
十
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
六
日
ま
で

_

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
昭
和
町
築
地
新
居
字
大
神
七
二
八
の
三
、
七
二
九
の
一
、
七
三
〇
の
二
、
七
三
〇
の
五
、

七
三
一
の
一
及
び
七
三
一
の
三
並
び
に
甲
斐
市
玉
川
字
川
除
外
一
五
五
八
の
一
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路
　
　
　
　
　
次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
中
北
建
設
事
務
所
、
甲
斐
市
役
所
及

び
昭
和
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
府
市
上
石
田
二
丁
目
二
十
三
番
二
十
四
号
　
有
限
会
社
　
ホ
シ
ヤ
マ
製
作
所
　
代
表
取
締
役

星
山
　
春
雄公

安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
七
号

指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
株
式
会
社
湯
村
自
動
車
学
校
か
ら
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
櫻
　
　
井
　
　
　
　
　
洋

一
　
変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名
　
藤
原
　
隆
幸

二
　
変
更
年
月
日
　
平
成
二
十
二
年
六
月
十
一
日

正
　
　
　
誤

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
二
二



○
　
昭
和
三
十
六
年
十
月
五
日
山
梨
県
告
示
第
百
八
十
三
号
（
保
安
林
の
解
除
）

七
九
九
ペ
ー
ジ
の
表
中
「
二
四
六
一
」
は
「
四
二
六
一
」
の
誤
り
。

八
〇
一
ペ
ー
ジ
の
表
中
「
四
三
二
四
の
一
」
は
「
四
三
二
四
内
一
」
の
誤
り
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
二
三



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
八
十
四
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
八
日

六
二
四


